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1．はじめに

　本校は，明治の中期から後期にかけて工業・
工芸学校の必要性を説き，日本各地でその創設
に力を注いだ納富介次郎先生により，金沢工業
学校（現石川県立工業高校），富山県工芸学校（現
富山県立高岡工芸高校）に続き，明治 31（1898）
年，「香川県工芸学校」として創設された。
　創立当初は，木材彫刻，用器木工，彫金，漆
工，描金の 5課程あり，最初の入学生は，本科
（4学年制）55 名，速成科（3学年制）15 名，専
科 20 名の合計 90 名であった。
　その後，時代の要請等により学科の新設・改
編があり，現在では工芸科に加え，建築科，機
械科，工業化学科，デザイン科，電気科，美術
科が設置されている。また，昭和 23 年には定
時制課程も併設された。校名もいくつかの変遷
の後，昭和24年に「香川県立高松工芸高等学校」
となり，現在に至っている。

2．学校の概要

　本校に校訓はないが，基本方針は「自
じ

彊
きょう

して
息
や

まずの精神の涵養を柱として，家庭や地域社
会と密接に連携を図りながら，心身ともに健全
で，創造力に富み，社会に貢献できる人間性豊
かなスペシャリストの育成に努める」と定めら
れている。「自

じ

彊
きょう

して息
や

まず」とは，「ひと時も

　創設当初からある 5つの課程は，現在も工芸
科の漆芸・金属工芸・インテリアの各コースの
中で生き続けており，国内のみならず世界の美
術・工芸界に大きな足跡を残した方や人間国宝
の方も輩出している。
　現在，本校は香川県の県庁所在地である高松
市の中心部にあり，全日制 7学科，定時制 3学
科を置き，全校約880名の生徒が在籍している。
　今年度，創立 122 年目を迎える香川県内で最
も歴史と伝統がある工業高校であり，地元では
「工芸高校」と呼ばれている。

人間性豊かなスペシャリストの育成を目指して
―ものづくり，作品制作を通した人材育成―

香川県立高松工芸高等学校長　塩崎　潤

写真１　正門から見た現在の校舎

写真2　工芸科（漆芸コース）の実習
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使うことができ，生徒の「どう勉強したらいい
のかわからない」という悩みを解消し，資格取
得や就職試験合格の一助となっている。
　図書館の使い方については，毎年 4月に新入
生対象のオリエンテーションを行い，学校司書
がクラス単位で 1時限を用いて説明している。
　学校図書館だけでなく，公共図書館や大学図
書館も利用しやすくなるよう，本の置き場所を
示す請求記号やレファレンスサービスの理解の
ため，体験型学習やクイズを導入している。
①　図書館探索ゲーム
　日本十進分類法の理解を主題とした，請求記
号を暗号に見立て，蔵書の中から 1冊を探し当
てるゲームである。
　日本十進分類法は，日本の図書館で広く使わ
れているため，仕組みを理解すると，本の置き
場所がわかり，探しやすいという利点がある。
　ゴールでは蔵書の一節を読むため，なじみの
ない分野の本にも触れることができ，読書の視
野を広げることに繋がった。
②　レファレンス体験クイズ
　調べ物の過程をクイズ形式で擬似体験するこ
とで，インターネットでは検索できない項目の
調査方法を紹介した。生徒は，インターネット
と図書館，それぞれの調査方法の利点を理解し，
レファレンスサービスを活用するようになった。
　本は，あれば目に触れる機会となる。専門分
野や社会への道標となる本をこれからも収集
し，蔵書を充実させたい。

5．交流・学習の場としての図書室
　5つの学科に分かれている本校では，他学科
と交流する機会や場所は限られている。だが，
図書室に来れば，他学科や他学年と交流するこ
ともできる。
　図書館・図書室は特に用事がなくても居られ
る場所である。本を読み，学習するといった使
い方の他に，ひとりで考えごとをして過ごした
り，図書室に置いてあるパソコンで作業したり，

雑誌や話題のマンガで息抜きをしたり，生徒は
それぞれ自由に過ごしている。ここ5年平均で，
1日に図書室を利用する人数は 25 ～ 30 人ぐら
いである。
　図書室を利用する生徒の中には，時折マナー
違反をする生徒もいる。一方で，専門科の課題・
実習のレポートや，就職・進学のための履歴書・
願書などの書類，面接で話す内容のメモを作成
したり，図書室の本で資格を得るための勉強を
したりしている生徒もいる。
　図書室の大きなテーブルを囲んで，同じ学科，
同じクラスの生徒が相談し合い，学習している
と，その姿は自然と，他学科，他学年の生徒の
目に入る。後輩が勉強でつまずいていると「あ，
それやった。難しかった。」と先輩が声をかけ
たり，教員が生徒に勉強を教えたりしている場
面もよく目にする。先輩の姿は 1年生や 2年生
の 1年先 2年先の未来であり，同学年や後輩の
がんばりも刺激になる。それもまたコミュニケ
ーションであり，自然と生徒のマナー違反も減
っているようだ。

6．読書活動のメリット
　「本を読んで，一体何の役に立つのか」は，
よく見聞きするフレーズである。本を読むこと
で知識や技術を身につけるという直接的なメリ
ットもあるが，本や図書室を，生徒のコミュニ
ケーション力を高めるツールとして活用するこ
ともまた，大きなメリットである。
　これからも，生徒の，よりよいものづくりや
社会を生き抜く力を養成する一助として，活動
を行っていきたい。
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休むことなく自ら努め励む」という意味で，校
歌にも「我らは自

じ

彊
きょう

やまざらん」と謳われてお
り，校歌が作られた創設当初の時代から，この
言葉は工芸生のモットーとして，学校生活のあ
らゆる場面に脈々と受け継がれている。
　全日制課程には，工芸科，デザイン科，機械
科，工業化学科，建築科，電気科，美術科の 7
学科があり，工芸科は 1年生の 2学期から金属
工芸・漆芸・インテリアの 3コースに，機械科
は 2年生から機械・電子機械の 2コースに分か
れて学習をしている。定時制課程には，インテ
リア科，機械科，建築科の 3学科があり，各科
それぞれ専門に応じた授業が行われている。

　また，全日制課程には運動部が 14，文化部・
同好会が15あり，自転車競技部，ボクシング部，
ヨット部，水泳部は，毎年インターハイや選抜
大会などの全国大会に出場し，輝かしい成績を
収めている。文化部・同好会も盛んに活動が行
われており，ロボット部は高校生相撲ロボット
全国大会，高校生ロボットアメリカンフットボ
ール全国大会，マイコンカーラリー全国大会で
優勝するなど活躍している。また，香川漆器の
良さを PRする「クリエイティブ 7」というユ
ニークな部活動もある。

3．特色ある取組

⑴　ロボット競技大会やコンクールへの参加
　毎年，全国的な規模のロボット競技大会へ参
加し，昨年度は高校生ロボット相撲全国大会ラ

ジコン型の部で全国準優勝になった。過去には
高校生ロボットアメリカンフットボール全国大
会で 6回（第 2，6，7，8，11，13 回）の優勝（文
部科学大臣賞）やジャパンマイコンカーラリー
全国大会 Basic Class 優勝（H 28）など，全国
規模のロボット競技大会で大きな成果を収めて
いる。
　また，全国的な公的機関の公募する各種ポス
ターコンクールやマーク・キャラクターデザイ
ン等に作品を出展し，「環境教育ポスターコン
クール」で文部科学大臣賞，「山火事予防ポス
ター」で林野庁長官賞，「WE LOVE トンボ」
絵画コンクール・「山火事予防ポスター用原
画」・「薬物乱用防止ポスター」・「明るい選挙啓
発ポスター」で文部科学大臣賞，瀬戸内環境保
全月間ポスターで環境大臣賞を受賞するなど，
継続して全国的な規模のポスターコンクールで
も大きな成果を収めている。

写真3　高校生ロボットアメリカンフットボール全国大会

図1　本校の学科・コース

写真4　明るい選挙啓発ポスター
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⑵　専門家による講演会や実技指導
　本校では，県のキャリア教育充実事業を活用
し，芸術家や各専門分野で活躍している方を招
き講演会を実施するほか，高度熟練技能者から
も技術指導を受けている。第一線で活躍されて
いる方の話や指導は，生徒にとってもものづく
りや資格取得の意欲を高める上でも活かされて
いる。
　芸術系学科の作品制作では個人のアイディア
を大切にしながら丁寧な指導を行うとともに，
全国の有名美術系大学の教授による出前授業を
頻繁に実施したり，世界的に活躍しているグラ
フィックデザイナーを招いてワークショップを
実施したりするなど，大学等との連携による技
術向上にも努めている。さらに，映像，テキス
タイル，版画，インスタレーション，アニメー
ション，空間デザインなど，様々な生徒の進路
希望に対応するため，課外などを利用してきめ
細かな指導を行っている。

⑶　難関の資格・検定試験に多数合格
　危険物取扱者や技能士，電気工事士といった
基本となる資格を多くの生徒が取得している
が，高校生では全国でも合格者の少ない「ダイ
オキシン類関係公害防止管理者試験」で連続し
て合格者を出すほか，「レタリング技能検定1級」
でも毎年合格者を出し，文部科学大臣賞を受賞
したこともある。また，「トレース技能検定 1級」
でも多くの合格者を出すなど，各種資格取得等
においても大きな成果を収めている。

⑷　学科の枠を超えた創造性を育む教育
　本校では全 7学科（芸術系 3学科，工業系 4
学科）が，それぞれの専門分野を活かしながら
横断的に協力してものづくりをする体制ができ
ており，「クリエイティブ 7」という部活動を
中心に，生徒と教員が一緒になってものづくり
や PR活動などに取り組んでいる。主な活動と
して，伝統的工芸品である香川漆器の振興や
PRを大きな目的として，関係団体等と連携し
て新たな需要を開拓するための新商品の開発や
地域ブランドとのコラボレーションなどを行っ
ており，マスコミなどにも数多く取り上げられ
ている。
　校内においては，漆を中心に据えて，他の学
科がどういった形で関わっていくことができる
か，様々なアイディアを出しあいながら，学校
全体でものづくりを通して創造性を育む教育を
行っている。たとえば，漆と化学樹脂を混ぜた
素材を活用し万年筆を制作したり，機械科で作
った製品に漆を施してみたり，デザイン科は
PRのためのキャラクターを考案したりといっ
た活動などを行っている。
　また，毎年 1月には，東京新橋にあるアンテ
ナショップ「香川・愛媛せとうち旬彩館」で，
生徒が制作したお椀やタイピンなどの身近な漆
芸作品を展示・販売し香川漆芸を PRするイベ
ントを定期的に開催している。また，栗林公園
にある「かがわ物産館栗林庵」でも，一般の方々
を対象として，漆を使った作品づくり「漆ワー

写真5　専門家による出前授業

写真6　せとうち旬彩館での販売実習
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図1　本校の学科・コース

写真4　明るい選挙啓発ポスター
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クショップ」を定期的に開催している。
⑸　地域企業等との連携
①　香川県漆器工業協同組合との連携
　漆器組合が主催する「香川の漆器まつり」や
「家具とぬりもの見本市」に生徒作品の展示を
行っており，一般の方や関係企業に本校の活動
を広報する良い機会となっている。そうした中
から，企業からの共同開発の申し入れなどがあ
り，ものづくりの活躍の場を広げるきっかけに
なっている。
②　地元企業との連携（盆栽，庵治石，仏壇，
炬燵等の共同開発）
　各種イベントへ出展したりメディアに取り上
げられたりすることで，本校のものづくりの取
組や技術力は広く知られてきた。その結果，様々
な業種の企業や団体等から問い合わせが来るよ
うになり，幅広い分野で協力してものづくりを
行うことができている。生徒が考えた盆栽台を
制作する過程が地元テレビ番組で取り上げられ
たり，地元の石材産業との連携では，庵治石に
漆を施したコースターづくりにはじまり，石材
の町・牟礼町の地域振興企画「むれ源平石あか
りロード」へ企画段階から参加し，作品制作や
展示などを行い好評を得た。
　本校には，「Nex Lab」というクリエイティ
ブ 7の活動のための施設があり，レーザー加工
機や3 Dプリンタなどの設備を有効に活用し「も
のづくり」を体験することにより，伝統工芸や
科学技術に対する関心を高め，ひいては未来の
創作者・技術者を育成するという意味合いでも，
地域への貢献を果たしている。

4．ものづくり日本大賞文部科学大臣賞受賞

　これまで述べてきた活動が評価され，本校は
令和元年度に「第 8回ものづくり日本大賞文部
科学大臣賞」を受賞した。2年に 1度のこの賞
を本校がいただいたことは，非常に名誉なこと
と感じるとともに，生徒や職員にとっても大き

な自信と誇りにもなり，また，色々な場面での
本校の PRにも役立っている。青少年支援部門
ということで，生徒を対象としたものづくり人
材の育成における功績が評価されたものだが，
先生方の熱心な取組，それに応える生徒の意欲
や根気強さ，そして各学科を超えた協力体制と
いう総合力があってのことと考えている。また，
そういった活動に理解とご支援をいただいた保
護者，同窓会，教育委員会のおかげとも考えて
いる。

5．おわりに

　本校は今年度創立 122 年目を迎え，卒業生は
3万人を超えるが，基本方針にある「自

じ

彊
きょう

して
息
や

まず」の精神が脈々と引き継がれ，工業，工
芸，美術といった幅広い専門教育の中で，もの
づくりや作品制作に取り組み，地元はもとより，
国内外に多くの有為な人材を輩出してきた。
　今後も，この歴史と伝統を絶やさぬよう知識
や技術の伝承に励むとともに，創造性を育み，
新たなことにも積極的にチャレンジしていくこ
とで，美術工芸界や産業界で活躍する人間性豊
かなスペシャリストを育成し，同時に，地域に
愛され，地域に貢献できる学校を目指していき
たい。

写真7　ものづくり日本大賞
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